
日欧文化交流強化事業は
(1) 日欧の対話と交流を促進し、より緊密な日欧関係を構築して、世界的視野に基づく日欧の協力を推進すること
(2) 旧ソ連、東欧諸国の民主化・開放化を支援すること
を目的として、1993年度より開始された欧州地域を対象とした特別事業であり、下記のプログラムを実施している。
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プログラム名称 内　　容

対欧州日本語教育専門家派遣 欧州各国の日本語教育に協力するため、日本語教育専門家または青年日本語教師を派遣先機関
の要請に基づき派遣する。
各国において中核的な役割を担う日本研究機関に対し、共同研究、セミナー開催、図書出版、

日本研究機関助成 研究者育成等に係わる経費を包括的に助成することにより、当該国における日本研究の振興を
はかる。

日本研究組織強化支援 国境・学問分野を越えた日本研究者・研究機関間の連携、相互協力を押し進めるべく、学会の
横断的な組織化を支援する。

知的指導者交流 指導的役割を担う学者・研究者等の知識人を派遣・招へいする。
日欧国際会議助成 日本および欧州の非営利団体によるセミナーやシンポジウム開催経費の一部を助成する。

地域・草の根交流派遣 地域・草の根レベルでの日欧交流を促進するため、各分野で活躍する地域社会のリーダーや
グループを派遣・招へいする。

特別フェローシップ 日欧共通の関心事につき研究を行なう日本の若手専門家を旧ソ連・東欧圏へ派遣するととも
に、民主化・開放化に伴う諸問題につき研究する同地域の若手専門家を招へいする。

対欧州地域図書援助 欧州の学術研究・教育機関、公共図書館等に日本関係の図書を寄贈する。
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